
鳥取施設
各
種
測
光
機
器
な
ど
発
光

ダ
イ
オ
ー
ド

Ｌ
Ｅ
Ｄ

評
価
用
の
装
置
を
豊
富
に

保
有
し
、
県
外
の
利
用
者

も
多
い

米子施設

境港施設

濃
縮
カ
ニ
エ
キ
ス

添
加
製
品

提
供

・
日
本
海
冷
凍
魚

「
Ｏ
Ｋ
シ
ー
ト
」

電子・有機素材研究所

機械素材研究所

食品開発研究所
　境港施設（鳥取県境港市、野口誠所長、
）は、食品技術科と応用生物科の２科からなる。農
林水産物などの食品加工技術、製品開発技術の研究や
バイオテクノロジー応用技術、機能性食品の開発技術
などが守備範囲だ。鳥取県は農林、畜産、水産などの
地域資源に恵まれている。これらの地域資源を高付加
価値化、高品質化することで新たなイノベーションを
生み出すのが役割だ。
　同研究所は、カニ加工企業と連携して凍結濃縮技術
を安価に実用化することに成功した。境港港で水揚げ
され出荷されるベニズワイガニのボイル工程で発生す
る煮汁を用い、高品質な濃縮カニエキスを安価に製造
するという技術で、特殊な施設や装置が不要なので中
小企業でも実用化が可能だ。加熱せずに濃縮するので
品質も良い。果汁などにも応用可能とあって活用法を
検討している。

　鳥取施設（鳥取市、西本弘之所長、 ）
は応用電子科、有機材料科、発酵生産科、産業デザイ
ン科の４科を持つ。電気・電子技術や有機材料の評
価、酒類・発酵食品のブランド化、さらには製品デザ
インまで手がけ、３拠点のうち最も守備範囲が広い施
設だ。
　同施設の 売り物 の一つはＬＥＤ関連機器の分析技
術。豊富な機器を保有するだけでなく、機器を使いこ
なす研究員がそろう。
　 年度からはＬＥＤ照明器具の配光特性を迅速に評
価するシミュレーション技術の確立にも取り組んでい
る。
　またＬＥＤ単品部品の配光シミュレーションを行
い、その結果と実測値との比較検証を行う計画。
　有機材料分野でもユニークな取り組みが始まった。
境港市役所からこれまで廃棄していた伯州綿の茎の部
分から紙ができないか、との依頼に基づき開発に乗り
出した。手間がかかり工程は複雑だがパルプ化するこ
とに成功。商品化をめざす。

　米子施設（鳥取県米子市、門脇亙所長、
）は、生産システム科と無機材料科の２科からな

る。生産システム科は精密加工・精密計測技術の研
究、無機材料科は表面処理技術・新素材応用技術の研
究、金属など無機材料の評価技術・環境リサイクル技
術の研究を担当している。精密部品などの高付加価値
部品の生産技術に関する研究など、形状の精密化や機
能の高度化、生産性の向上が求められる製品開発に対
応するため、モノづくり技術の一層の高度化をめざし
ている。
　生産システム科の成果の一つに、「小型多層基板の超微細穴加工技術に関する研究」が
ある。県内企業の片木アルミニューム製作所、大村塗料と共同開発し、 年末から片木ア
ルミニューム製作所が「ＯＫシート」の名称で販売している。プリント基板は導通用の穴
をあける必要があり、製品の小型化・多機能化に伴い、プリント基板のサイズは小型化・
高集積化している。より小さな穴をあける場合は、ドリルは折れやすくなる。同シートは
穴あけの際に用いる補助シート。厚さ ― のアルミ板の上に固形の潤滑塗料を
塗布し、これにより加工精度や穴品質が向上する。
　またユニークな成果の一つにマイクロ水力発電システムがある。中山間地域の水路など
を使って発電するシステムで、軽量・コンパクトで移動がたやすい。発電力は１ 程度
と小さいが、太陽光や風力などと比べ手軽に発電できるのが特徴だ。農業用照明や補助電
源としての活用が見込まれる。一時は研究を断念したが研究員らの熱意で復活した。日本
マイクロシステム（米子市）に技術移転することも決まり製品化に拍車がかかる。

メ
ッ
セ
ー
ジ地

域
産
業
の
活
力
強
化

鳥
取
県
産
業
技
術
セ
ン
タ
ー
村
江
清
志
理
事
長
（
元
鳥
取
銀
行
常
務
執
行
役
員
）

　
鳥
取
県
産
業
技
術
セ
ン
タ
ー
は
、
企

業
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
、
柔
軟
で
迅
速
な

業
務
運
営
を
行

う
地
方
独
立
行

政
法
人
と
し

て
、
２
０
０
７

年
４
月
に
発
足
し
ま
し
た
。

　
当
セ
ン
タ
ー
は
、
産
業
技
術
に
関
す

る
試
験
研
究
お
よ
び
そ
の
成
果
の
普

及
、
県
内
製
造
業
お
よ
び
関
連
産
業
の

高
付
加
価
値
化
に
つ
な
が
る
技
術
支

援
、
人
材
育
成
等
、
産
業
技
術
面
で
の

支
援
を
推
進
し
、
地
域
の
産
業
活
力
を

強
化
し
、
経
済
の
発
展
や
県
民
生
活
の

向
上
に
尽
く
し
て
参
り
ま
す
。

　
ま
た
、
当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
鳥
取
県

の
産
業
施
策
や
鳥
取
県
経
済
成
長
戦
略

と
連
携
し
、
特
に
、
エ
コ
カ
ー
関
連
産

業
、
太
陽
光
発
電
関
連
産
業
、
バ
イ
オ

・
健
康
食
品
関
連
産
業
お
よ
び
次
世
代

デ
バ
イ
ス
関
連
産
業
の
振
興
や
農
商
工

連
携
に
よ
る
地
域
産
業
振
興
な
ど
を
行

っ
て
参
り
ま
す
。

　
こ
の
た
び
の
東
日
本
大
震
災
に
対
し

て
も
、
被
災
地

域
の
企
業
な
ど

の
機
器
利
用
に

関
す
る
費
用
負

担
軽
減
や
、
県
内
企
業
の
工
業
製
品
の

放
射
線
測
定
な
ど
、
公
設
試
験
研
究
機

関
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
と
し

て
お
り
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
私
た
ち
鳥

取
県
産
業
技
術
セ
ン
タ
ー
の
役
職
員

は
、
地
方
公
務
員
で
あ
る
こ
と
を
肝
に

銘
じ
、
常
に
自
己
研
さ
ん
を
重
ね
、
県

内
産
業
の
発
展
の
た
め
ま
い
進
し
て
参

り
ま
す
の
で
、
よ
り
一
層
の
ご
愛
顧
を

賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　
鳥
取
県
産
業
技
術
セ
ン
タ
ー
は
１
９
２
３
年

大

に
鳥
取
県
工
業
試
験
場
と
し
て
発
足
し
、
一
貫
し
て
モ
ノ
づ
く
り

分
野
を
中
心
と
す
る
県
内
企
業
の
活
性
化
に
貢
献
し
て
き
た
。
鳥
取
市
と
米
子
市
、
境
港
市
の
３
カ
所
に
施
設
を
持
ち
、
そ

れ
ぞ
れ
電
子
・
有
機
素
材
研
究
所

鳥
取
施
設

、
機
械
素
材
研
究
所

米
子
施
設

、
食
品
開
発
研
究
所

境
港
施
設

と
し
て
役
割
分
担
し
て
い
る
。
研
究
員

人
、
技
術
ス
タ
ッ
フ

人
の
規
模
な
が
ら
、
迅
速
に
企
業
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
て
い

る
。
２
０
０
７
年
に
は
地
方
独
立
行
政
法
人
に
移
行
。
よ
り
利
便
性
が
高
ま
り
、
県
内
企
業
の
利
用
数
も
着
実
に
伸
び
て
い

る
と
い
う
。
こ
の
４
月
１
日
付
で
新
理
事
長
と
し
て
県
商
工
労
働
部
次
長
、
産
業
振
興
機
構
理
事
長
な
ど
を
歴
任
し
た
元
鳥

取
銀
行
常
務
執
行
役
員
の
村
江
清
志
氏
が
就
任
。
新
た
な
ト
ッ
プ
の
も
と
で

年
度
ま
で
の
第
２
期
中
期
計
画
を
遂
行
し
よ

う
と
し
て
い
る
。

中
国
・
四
国
経
済
特
集

鳥取県産業技術センター県内企業の活性化使命
ウ
イ
ン
グ
広
げ
企
業
目
線

起
業
化
支
援
と
人
材
育
成

大
震
災
に
い
ち
早
く
対
応

利
便
性
一
段
と
向
上
顧
客
と
の
距
離
縮
ま
る

　
地
方
独
立
行
政
法
人
に
移
行

し
た
こ
と
で
、
数
々
の
メ
リ
ッ

ト
が
生
ま
れ
た
。
県
の
行
政
組

織
の
機
関
だ
っ
た
時
よ
り
も
、

緊
急
な
課
題
に
迅
速
に
対
応
で

き
、
人
事
面
で
も
企
業
ニ
ー
ズ

に
応
え
た
形
で
の
配
置
・
採
用

が
可
能
に
な
っ
た
。
ま
た
事
務

手
続
き
も
利
用
者
の
利
便
性
を

重
視
し
た
制
度
に
し
た
。

　
半
面
、
責
任
も
増
し
た
。
研

究
・
事
業
の
評
価
は
評
価
委
員

会
で
厳
し
く
評
価
さ
れ
る
。
そ

し
て
何
よ
り
も
自
己
収
入
の
確

保
が
重
要
。
業
務
効
率
化
も
同

時
に
求
め
ら
れ
る
。
そ
れ
で
も

従
来
の
組
織
形
態
と
比
べ
、
は

る
か
に
顧
客
と
の
距
離
は
縮
ま

っ
た
。

　
村
江
理
事
長
も
「
左
右
に
１

割
ず
つ
ウ
イ
ン
グ
を
広
げ
ト
ー

タ
ル
２
割
は
視
野
を
広
げ
て
ほ

し
い
」
と
、
研
究
員
に
対
し
、

げ
き
を
飛
ば
す
。
研
究
員
は
そ

れ
ぞ
れ
の
専
門
領
域
を
持
っ
て

い
る
。
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
少

し
で
も
視
野
を
広
げ
企
業
に
貢

献
で
き
れ
ば
と
い
う
思
い
か
ら

だ
。
理
事
長
自
ら
企
業
ト
ッ
プ

に
ア
ポ
イ
ン
ト
を
と
っ
て
積
極

的
に
出
向
い
て
お
り
、
所
員
に

も
「
企
業
を
訪
問
す
る
中
で
課

題
を
見
付
け
て
ほ
し
い
」
と
期

待
し
て
い
る
。

　
３
施
設
に
は
起
業
化
支
援
室

イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ル
ー

ム

が
設
置
さ
れ
、
研
究
意
欲

の
あ
る
企
業
や
研
究
ス
ペ
ー
ス

を
必
要
と
す
る
企
業
に
提
供
し

て
い
る
。
最
長
６
年
ま
で
利
用

可
能
で
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
や

既
存
企
業
の
研
究
開
発
部
門
な

ど
が
入
居
し
て
い
る
。
機
器
の

利
用
や
技
術
支
援
を
受
け
や
す

い
環
境
と
あ
っ
て
、
３
施
設
と

も
に
満
室
状
態
だ
。

　
ま
た
県
内
の
高
等
教
育
機
関

と
の
連
携
も
強
め
て
い
る
。

「
連
携
協
力
に
関
す
る
協
定

書
」
の
名
称
で
こ
れ
ま
で
鳥
取

大
学
、
鳥
取
環
境
大
学
、
米
子

工
業
高
等
専
門
学
校
と
協
定
を

結
ん
だ
。

年
５
月
に
は
鳥
取

短
期
大
学
と
協
定
書
を
交
わ

し
、
県
内
す
べ
て
の
大
学
、
高

専
と
連
携
し
て
い
る
。
研
究
だ

け
で
な
く
職
場
体
験
も
盛
り
こ

ん
で
お
り
、
企
業
と
の
共
同
研

究
へ
の
発
展
や
地
域
産
業
へ
の

就
職
機
会
の
増
加
な
ど
の
効
果

を
期
待
し
て
い
る
。

　
こ
の
協
定
の
も
と
、
各
大
学

か
ら
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

就
業
体
験

の
学
生
を
受
け

入
れ
て
い
る
。

年
度
は
鳥
取

大
学
の
農
学
研
究
科
１
人
、
医

学
部
・
生
命
科
学
科
３
人
の
計

４
人
、
鳥
取
短
期
大
学
生
活
学

科
住
居
デ
ザ
イ
ン
専
攻
２
人
、

米
子
高
専
機
械
工
学
科
４
人
、

物
質
工
学
科
４
人
、
生
産
シ
ス

テ
ム
工
学
専
攻
３
人
の
計

人

を
受
け
入
れ
た
。
こ
の
実
績
を

踏
ま
え
、
今
年
度
も
引
き
続
き

積
極
的
に
受
け
入
れ
る
。

　
同
セ
ン
タ
ー
は
公
立
鉱
工
業

試
験
研
究
機
関
長
協
議
会
か
ら

の
４
月
７
日
付
で
の
要
望
に
応

え
、
中
国
地
方
の
公
設
研
究
機

関
の
先
頭
を
切
っ
て
被
災
地
域

へ
の
支
援
策
を
打
ち
出
し
た
。

岩
手
、
宮
城
、
福
島
、
茨
城
、

栃
木
の
被
災
各
県
の
企
業
が
セ

ン
タ
ー
の
機
器
を
利
用
す
る

際
、
利
用
料
や
試
験
分
析
手
数

料
を
県
内
企
業
と
同
額
に
し

た
。従
来
は
２
倍
だ
っ
た
。ま
た

受
け
付
け
や
支
払
い
方
法
も
可

能
な
限
り
便
宜
を
図
る
。
セ
ン

タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
震
災

支
援
サ
イ
ト
を
立
ち
あ
げ
、
震

災
関
連
情
報
も
盛
り
込
ん
だ
。

　
同
セ
ン
タ
ー
は
豊
富
な
試
験

・
評
価
機
器
を
保
有
し
て
い

る
。
と
く
に
測
光
機
器
類
な
ど

発
光
ダ
イ
オ
ー
ド

Ｌ
Ｅ
Ｄ

関
連
機
器
の
試
験
に
は
欠
か
せ

な
い
機
器
は
全
国
有
数
の
も
の

で
、
県
外
企
業
も
盛
ん
に
利
用

し
て
い
る
。
被
災
企
業
だ
け
で

な
く
今
後
、
夏
場
の
計
画
停
電

が
現
実
に
な
る
と
東
日
本
の
試

験
研
究
機
関
の
能
力
が
限
界
に

達
す
る
可
能
性
が
あ
り
そ
の
意

味
で
も
期
待
さ
れ
る
。

　
限
ら
れ
た
予
算
な
が
ら

年

度
も
新
機
器
を
整
備
し
た
。
鳥

取
施
設
は
高
解
像
画
像
処
理
装

置
、
分
光
反
射
率
・
透
過
率
測

定
装
置
、
超
高
感
度
デ
ジ
タ
ル

ハ
イ
ス
ピ
ー
ド
カ
メ
ラ
な
ど
。

米
子
施
設
に
は
万
能
試
験
機
、

Ｘ
線
回
折
装
置
な
ど
、
境
港
施

設
も
全
自
動
ア
ミ
ノ
酸
分
析
装

置
な
ど
を
そ
ろ
え
た
。
こ
れ
ら

を
県
内
外
の
企
業
に
開
放
し
、

研
究
開
発
を
支
援
す
る
の
は
セ

ン
タ
ー
の
重
要
な
ミ
ッ
シ
ョ
ン

の
一
つ
だ
。

（ ） 【広告特集】 ２０１１年 平成２３年 ５月２６日 木曜日 　　


